
いちごドリルプリント

岩手

公立高校入試プリント 名前

問1 日本の南東にある太平洋上で発達し、日本の夏に特有の蒸し暑い天候をもたらす、暖かく湿った空気の塊（気団）の名称を答えなさい。 （2018年

岩手公立入試 類似）

1. 小笠原気団 2. シベリア気団 3. 揚子江気団 4. オホーツク海気団

問2 ヒトの消化器官において、口の付近に位置し、食物中のデンプンの分解を助ける消化酵素を含んだ消化液を分泌する器官を何といいますか。

（2019年 岩手公立入試 類似）

1. 唾液腺 2. 胃 3. 膵臓 4. 肝臓

問3 生物の成長と染色体数の関係について、受精卵から成長した個体の体細胞の染色体数が、受精卵の染色体数と同じに保たれる理由として最も適

切なものはどれですか。 （2016年 岩手公立入試 類似）

1. 受精の際に染色体の一部が消失し

、その後の分裂で元の数に戻るから

2. 減数分裂によって細胞１個あたり

の染色体数が常に一定に保たれるか

ら

3. 体細胞分裂の際に、染色体が複製

されてから２つの細胞に分かれるか

ら

4. 細胞分裂のたびに、周囲の細胞か

ら染色体を取り込んで数を調整する

から

問4 アンモニアのように水に非常に溶けやすく、空気よりも密度が小さい気体を採集するのに最も適した方法はどれですか。 （2016年 岩手公立入試 類似）

1. 上方置換法 2. 下方置換法 3. 水上置換法 4. 蒸留

問5 ある装置に100ワットの電球を接続したところ、電流は0.8アンペアであり、温度上昇はわずかでした。そこで、電球を別のものに変更したとこ

ろ、電流が1.4アンペアに増え、温度が94度まで達してパンが膨らみ始めました。この実験結果から考察できる内容として最も適切なものを選び

なさい。 （2018年 岩手公立入試 類似）

1. 電球の電力を大きくしたことで回

路全体の抵抗が小さくなり、電流が

増えたため、発熱量が増加して温度

が上昇した。

2. 電球の電力を小さくしたことで回

路全体の抵抗が大きくなり、電流が

増えたため、発熱量が増加して温度

が上昇した。

3. 電球の電力を大きくしたことで回

路全体の抵抗が大きくなり、電流が

減少したため、発熱量が低下して温

度が上昇した。

4. 電球の電力を一定に保ったまま抵

抗のみを大きくしたため、電流が増

えて発熱量が増加した。

問6 太陽を数日間にわたって継続して観察したところ、中央付近にあった円形の黒点が周辺部へ移動するにつれて、形が次第に細長い楕円形へと変

化しました。このような見え方の変化が起こる理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年 岩手公立入試 類似）

1. 太陽が球形であるため、周辺部へ

いくほど黒点を斜め方向から見るこ

とになるから。

2. 太陽が自転している影響で、周辺

部では遠心力により黒点そのものが

引き伸ばされるから。

3. 太陽の表面は周辺部ほど温度が低

くなっており、黒点が冷えて収縮す

るから。

4. 太陽を投影板に映し出す際、周辺

部ではレンズの性質によって像が歪

んでしまうから。

問7 炭酸水素ナトリウムを加熱する実験において、試験管の口付近に液体が付着し、試験管の底には白い固体が残りました。これらの生成物を確認

する方法とその結果について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2018年 岩手公立入試 類似）

1. 付着した液体に青色の塩化コバル

ト紙をつけると、桃色に変わる。

2. 付着した液体に赤色のリトマス紙

をつけると、青色に変わる。

3. 残った白い固体に薄い塩酸をかけ

ても、気体は発生しない。

4. 残った白い固体を水に溶かしてフ

ェノールフタレイン溶液を加えると

、無色のままである。

問8 顕微鏡でピントを合わせる際、対物レンズをプレパラートに近づける操作を「接眼レンズをのぞきながら」ではなく、必ず「真横から見ながら

」行わなければならない理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2018年 岩手公立入試 類似）

1. 対物レンズがプレパラートに衝突

して、レンズやプレパラートが破損

するのを防ぐため。

2. 接眼レンズをのぞきながら近づけ

ると、視野が急激に暗くなり観察が

できなくなるため。

3. 真横から見ることで、反射鏡から

入る光が対物レンズに正しく当たっ

ているかを確認するため。

4. 先にレンズを近づけておかないと

、接眼レンズ内の視野の広さを調節

することができないため。

問9 被子植物の受精が行われた後、胚珠と子房はそれぞれ何に成長しますか。その組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2024年 岩手公立入試 類似）

1. 胚珠は種子になり、子房は果実に

なる

2. 胚珠は果実になり、子房は種子に

なる

3.

胚珠は胚になり、子房は種皮になる

4. 胚珠は根になり、子房は茎になる

問10 ルーペを使った観察において、観察対象を動かせる場合と動かせない場合とでは操作が異なります。地面に生えている花など、動かすことがで

きない対象を観察する際の操作として正しいものはどれですか。 （2020年 岩手公立入試 類似）

1. ルーペを目の近くに固定し、顔を

前後に動かしてピントを合わせる

2. ルーペを花に近づけて固定し、顔

を左右に振ってピントを合わせる

3. ルーペを顔から離して持ち、ルー

ペだけを前後に動かしてピントを合

わせる

4. ルーペを花の上に置き、上からの

ぞき込むようにしてピントを合わせ

る

問11 ある生態系において、植物、その植物を食べる草食性の爬虫類、さらにその爬虫類を食べる肉食動物の3者が関わる食物連鎖を考えます。これら

の生物の合計の数量（生物量）の関係について、生態系が安定しているときの説明として適切なものを選びなさい。 （2018年 岩手公立入試 類似）

1. 食べる側の生物量は食べられる側

よりも常に少なくなるため、植物の

生物量が最も多くなる。

2. 生態系のバランスを維持するため

には、最も高い階層にいる肉食動物

の生物量が最も多くなる。

3. 植物、草食性の爬虫類、肉食動物

のそれぞれの生物量は、常に一定で

等しくなる。

4. 草食性の爬虫類は移動しながら食

べるため、土台となる植物よりも生

物量が多くなる。

問12 うすい塩酸に亜鉛板と銅板を入れ、導線でつないで豆電球を点灯させる実験において、各電極で観察される現象として正しいものはどれですか

。 （2018年 岩手公立入試 類似）

1. 亜鉛板が少しずつ溶けていき、銅

板の表面から気体が発生する

2. 銅板が少しずつ溶けていき、亜鉛

板の表面から気体が発生する

3. 亜鉛板と銅板の両方が溶けていき

、溶液の色が青く変化する

4. 両方の電極から気体が発生し、ど

ちらの金属板も溶けることはない

問13 消費電力が0.5ワットの電子オルゴールを、1分30秒間鳴らし続けました。この電子オルゴールが消費した電力量を求めたものとして適切なもの

はどれですか。 （2020年 岩手公立入試 類似）

1. 45ジュール 2. 0.75ジュール 3. 450ジュール 4. 90ジュール
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

小笠原気団

日本の四季に影響を与える代表的な気団のうち、南東の海上で発生するものは小笠原気団と呼

ばれる。この気団は太平洋高気圧の一部として発達し、低緯度の海洋上で形成されるため、温

度が高く湿った性質を持っているのが特徴である。

問2 答え 1

唾液腺

唾液腺は口の周辺にある器官であり、消化液である唾液を口腔内に分泌します。唾液には消化

酵素のアミラーゼが含まれており、食物が胃に送られる前にデンプンの分解を開始する役割を

担っています。胃や膵臓も消化液を分泌しますが、口の中で最初にデンプンに作用するのは唾

液腺です。

問3 答え 3

体細胞分裂の際に、染色体が複製されてから

２つの細胞に分かれるから

受精卵は体細胞分裂を繰り返して細胞の数を増やし、成長していきます。体細胞分裂の過程で

は、染色体が複製されてから２つの新しい細胞に分かれるという仕組みがあるため、受精卵が

持っていた染色体数と同じ情報を、すべての体細胞が引き継ぐことができます。

問4 答え 1

上方置換法

アンモニアは水に対して極めて溶けやすい性質を持つため、水の中を通す水上置換法で集める

ことができません。また、空気の平均的な密度よりも小さいため、試験管の口を下に向け、上

部に溜まった空気と入れ替えるようにして採集する上方置換法が用いられます。

問5 答え 1

電球の電力を大きくしたことで回路全体の抵

抗が小さくなり、電流が増えたため、発熱量

が増加して温度が上昇した。

電流が0.8アンペアから1.4アンペアに増加していることから、回路の抵抗が減少したことがわ

かります。消費電力の大きな電球は、より多くの電流を流すために内部のフィラメントの抵抗

が小さく設計されています。電流が大きくなることで、電気エネルギーが熱エネルギーに変換

される量（発熱量）が増え、パンを膨らませるのに十分な94度という高温まで温度上昇が起き

たと考えられます。

問6 答え 1

太陽が球形であるため、周辺部へいくほど黒

点を斜め方向から見ることになるから。

太陽は立体的な球形をしているため、中央付近にある黒点は真上（正面）から見ることになり

、本来の形に近い円形として観察されます。しかし、黒点が周辺部に移動すると、球面のカー

ブに沿って視線に対して斜めの位置関係になるため、見かけ上の幅が狭まり、細長くつぶれた

楕円形として観察されます。これは、地球から見た太陽が単なる平面の円ではなく、立体的な

構造を持っていることを示す重要な証拠です。

問7 答え 1

付着した液体に青色の塩化コバルト紙をつけ

ると、桃色に変わる。

炭酸水素ナトリウムの熱分解によって生じる液体は水であり、水は青色の塩化コバルト紙を桃

色に変える性質があります。また、試験管に残る白い固体は炭酸ナトリウムであり、水によく

溶けて強いアルカリ性を示すため、フェノールフタレイン溶液を加えると赤色に変化します。

問8 答え 1

対物レンズがプレパラートに衝突して、レン

ズやプレパラートが破損するのを防ぐため。

調節ねじを回して対物レンズとプレパラートの距離を縮める際、接眼レンズをのぞいた状態で

はレンズ同士の正確な距離感がつかめません。不注意に近づけすぎると、高価な対物レンズの

先端がプレパラートにぶつかり、双方を傷つけてしまう危険があります。この事故を未然に防

ぐという安全管理の観点から、近づけるときは横から見て、遠ざけるときにのぞくという順序

が徹底されています。

問9 答え 1

胚珠は種子になり、子房は果実になる

受精が完了すると、胚珠の中では受精卵が細胞分裂を繰り返して「胚」になり、胚珠全体は「

種子」へと発達します。同時に、胚珠を包んでいた子房は成長して「果実」になります。

問1

0

答え 1

ルーペを目の近くに固定し、顔を前後に動か

してピントを合わせる

観察対象が動かせない場合でも、視野を広く保つために「ルーペを目の近くに固定する」とい

う基本は変わりません。対象物との距離を調節してピントを合わせるためには、観察者自身が

顔（頭）を前後に動かすことで、レンズと対象物の適切な距離を確保します。

問1

1

答え 1

食べる側の生物量は食べられる側よりも常に

少なくなるため、植物の生物量が最も多くな

る。

生態系における生物量のバランスは、下位の階層（食べられる側）が上位の階層（食べる側）

を支える構造になっています。光合成によって有機物をつくる植物（生産者）が最も多く、次

いでそれを食べる草食動物、さらにそれを食べる肉食動物の順に、上の階層へ行くほど生物量

は少なくなります。この関係を積み重ねて図示すると、植物を底面としたピラミッド状の形に

なります。

問1

2

答え 1

亜鉛板が少しずつ溶けていき、銅板の表面か

ら気体が発生する

亜鉛は銅よりも陽イオンになりやすいため、亜鉛原子が電子を放出して亜鉛イオン（陽イオン

）となり、水溶液中に溶け出します。一方、放出された電子は導線を通って銅板へ移動し、水

溶液中の水素イオンがその電子を受け取ることで、銅板の表面から水素ガスが発生します。

問1

3

答え 1

45ジュール

電力量は「電力（W）× 時間（秒）」で求めることができます。このとき、時間の単位は「秒

」で計算しなければならないため、1分30秒を90秒に換算します。したがって、0.5（W）×

90（秒）＝

45（J）となります。時間を分のまま「1.5分」として計算しないよう注意が必要です。


